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1　清
きよざわ

沢満
ま ん し

之肖
しょうぞう

像
1面　油彩・キャンバス　中村不折 筆
明治38年（1905）　大谷大学蔵

初代学長清沢満之（在任期間：1901～1902）の
肖像。清沢は東京帝国大学で宗

しゅうきょう

教哲
てつがく

学を学んだ。
代表的著作『宗

しゅうきょう

教哲
てつがく

学骸
がいこつ

骨』は、明治26年（1893）
のシカゴ万

ばんこく

国宗
しゅうきょう

教大
たいかい

会で英訳され好評を博
はく

した。
また、雑誌『教

きょうかい

界時
じ

言
げん

』の発刊や私塾浩
こうこうどう

々洞の結
成など、宗

しゅうもん

門改
かいかく

革や人材の養成に尽力した人物と
しても知られる。

2　「我
われ

は此
かく

の如
ごと

く如
にょらい

来を信
しん

ず」（我
わが

信
しんねん

念）　
10葉　紙本インク書　明治36年（1903）　
大谷大学博物館蔵

清沢満之の絶
ぜっぴつ

筆で、清沢の宗
しゅうきょうてき

教的自
じかく

覚の頂点を
表す論考。誠実に生きようとするがゆえに悪戦苦
闘し、身動きがとれなくなっていた清沢をして、虚

きょしん

心
平
へいき

気にこの世界に生
しょうじ

死することができる自己へ
と転ずる働きが清沢にとっての「如来」であったと
いう。

3　『精
せいしんかい

神界』
1冊　紙本活版　明治42年（1909）　大谷大学図書館蔵

清沢満之が結成した浩
こうこうどう

々洞が発刊した雑誌。明
治34年～大正8年（1901～1919）に刊行されて
いた。仏教の真

しんい

意を平
へいい

易な言葉で、一般の人に伝
えることを願いとして刊行された。装

そうが

画は清沢ら
の肖像を描いた中

なかむら

村不
ふせつ

折のデザイン、表題の三文
字は中国初唐の三大書家の一人褚

ちょ

遂
すい

良
りょう

の書から
採字されたもの。

4　『臘
ろう

扇
せん

記
き

』　
2冊のうち　複製（原本：紙本墨書）
明治32年（1899）　大谷大学図書館蔵

清沢満之自筆の日記。明治31年（1898）8月15日
から翌年4月5日にかけて記されたもの。「臘

ろう

扇
せん

」と
は「無用のもの」という自

じかい

戒の言葉であり、失
しつい

意と
煩
はんるい

累の中で日々の出来事とその時々に去
きょらい

来した
思想や信念が吐露されている。原本は清沢が入
寺した西方寺（愛知県）に所蔵されている。

5　南
なんじょう

条文
ぶん

雄
ゆう

肖
しょうぞう

像　
1面　油彩・キャンバス　中村不折 筆
大正8年（1919）　大谷大学蔵

第2代学長南
なんじょう

条文
ぶん

雄
ゆう

（在任期間：1903～1911・
1914～1923）の肖像。後に第3代学長となる佐

さ

々
さ

木
き

月
げっ

樵
しょう

の勧めにより南条の古
こ き

稀（数え年70歳）を
記念して描かれたもの。南条はサンスクリット（梵
語）の研究者として知られ、明治21年（1888）に
は日本最初の文

ぶんがく

学博
はくし

士号
ごう

受領者の一人となって
いる。

6　南
なんじょう

条文
ぶんゆう

雄墨
ぼくせき

蹟　
1幅　紙本墨書　大正10年（1921）　大谷大学博物館蔵

南条文雄の書。南条は数多くの墨蹟を残してお
り、本品もその一つ。「端心正意光明在朽林頑石
雨露均」と書されている。「端心正意（心

しん

を端
ただ

しくし
意
い

を正
ただ

しくして）」は『仏
ぶっせつ

説無
む

量
りょう

寿
じゅ

経
きょう

』の文
もん

である。

7　『碩
せ き か

果航
こうさい

西詩
し

帖
じょう

』　
1帖　紙本墨書　大正10年（1921）　大谷大学博物館蔵

南条文雄が、明治9年～17年（1876～1884）のイ
ギリス留学中に作成した漢

かんし

詩の中から20首を選び
手書きした詩

しじょう

帖。碩
せきか

果は南条の号。大きい果
かじつ

実を
意味する言葉で、生

せいち

地の大
おおがき

垣（岐阜県）にちなんで
いる。

8　佐
さ さ き

々木月
げっ

樵
しょう

肖
しょうぞう

像　
1面　油彩・キャンバス　中村不折 筆
大正～昭和時代（20世紀）　大谷大学蔵

第3代学長佐々木月樵（在任期間：1924～1926）
の肖像。佐々木は明治33年（1900）に真

しん

宗
しゅう

大
だい

学
がく

（大谷大学の前身）を卒業し、清沢満之の浩
こうこうどう

々洞
結成に加わり『精神界』発刊にも尽力した。また、
清沢の紹介により真宗大学の講師を務め、後に
は教授となる。大正10年（1921）には大

たいしょう

正自
じゆう

由
主
しゅぎ

義教
きょういく

育運
うんどう

動の中心的人物であった沢
さわやなぎ

柳政
まさたろう

太郎
らと欧米の教育・宗教事情を視察している。

9　佐
さ さ き

々木月
げっ

樵
しょう

墨
ぼくせき

蹟　
1幅　紙本墨書　明治～大正時代（19～20世紀）　
大谷大学博物館蔵

佐々木月樵の書。中国浄土教の高僧善
ぜんどう

導の著作
『法
ほうじ

事讃
さん

』の一節「従仏逍遥帰自然（仏
ぶつ

に従
したが

い逍
しょうよう

遥
し自

じ

然
ねん

に帰
き

す）」を記したもの。

10　「大
おおたに

谷大
だいがく

学樹
じゅりつ

立の精
せいしん

神」　
1冊　紙本インク書　大正14年（1925）　
大谷大学博物館蔵

大正14年（1925）の入
にゅうがく

学宣
せんせいしき

誓式における佐
さ さ き

々木
月
げっ

樵
しょう

の告
こくじ

辞の自筆原稿。220字詰めの原稿用紙
17枚にわたる。佐々木はこののなかで、仏教の学
界への解放、教育を通じた仏教の普及、宗教的
人格の陶

とうや

冶という大谷大学の目指す三つの目標
を示し、建

けんがく

学の理
りねん

念を表明した。

11　村
むらかみ

上専
せん

精
しょう

肖
しょうぞう

像　
1面　油彩・キャンバス　白滝幾之助 筆　
昭和時代（20世紀）　大谷大学蔵

第4代学長村上専精（在任期間：1926～1928）
の肖像。村上はインド哲学の研究者として曹

そう

洞
とう

宗
しゅう

大
だいがく

学林
りん

（現駒澤大学）・哲
てつがくかん

学館（現東洋大学）・東
京帝国大学（現東京大学）の講師などを歴任する
傍
かたわ

ら、『大
だいにほん

日本仏
ぶっきょうし

教史』を刊行するなど仏教史研究
の道を開いた。また、明治34年（1901）に提唱し
た「大

だいじょう

乗仏
ぶっきょう

教非
ひ

仏
ぶっせつ

説」は仏教界に一大旋
せんぷう

風を起こ
した。

12　村
むら

上
かみ

専
せん

精
しょう

墨
ぼくせき

蹟　
1幅　絹本墨書　大正4年（1915）　大谷大学博物館蔵

村上専精の書。中国清
しんだい

代前期の詩人である屈
くつ

復
ふく

の五
ごごん

言絶
ぜっく

句を記したもので、「百金買駿馬　千金
買美人　万金買高爵　何処買青春」とある。「速
く走る馬や美人や高い地位は相応の金を出せば
得られるが、青春はどこで買う事が出来るのか」と
いうもので、青春の大切さを詠った詩。

13　稲
い な ば

葉昌
まさ

丸
まる

肖
しょうぞう

像　
1面　油彩・キャンバス　須田国太郎 筆
昭和8年（1933）　大谷大学蔵

第5代学長稲葉昌丸（在任期間：1928～1931）
の肖像。稲葉は明治22年（1889）に25歳で京都
府尋

じんじょう

常中
ちゅうがく

学（現大谷高校）校長に就任するなど人
材の育成に携

たずさ

わる一方で、清沢満之らとともに東
本願寺の寺

じ む

務改
かいかく

革運
うんどう

動にも参加した。晩年には
本願寺第8代蓮

れんにょ

如の史的研究に没頭し多くの業
績を残している。

14　『蓮
れん

如
にょ

上
しょう

人
にん

行
ぎょう

実
じつ

』原
げん

稿
こう

　

3冊のうち　紙本インク書　昭和時代（20世紀）　
大谷大学博物館蔵

稲葉昌丸が編纂した、本願寺第8代蓮
れんにょ

如の言
げんこう

行
に関わる記録の史料集『蓮

れんにょ

如上
しょうにん

人行
ぎょう

実
じつ

』の原稿。
昭和3年（1928）に出版されて以来、今に至るまで
蓮如研究の史料集として重要な役割を担っている。

15　稲
い な ば

葉昌
まさ

丸
まる

墨
ぼくせき

蹟　
1幅　紙本墨書　昭和時代（20世紀）　大谷大学博物館蔵

稲葉昌丸の書。「跔蹐於城市紛閙之衢　不知春
秋之偉　逍遥於田園間曠之地　実見化工之無
窮」とは、騒がしい世間（城

じょうし

市紛
ふんどう

閙）のなかで気兼
ね（跔

きょくせき

蹐）しているならば、歳月の大切さなどを知
ることもできないが、田園などの広々としたところ
を歩けば大自然の摂理（化

かこう

工）の偉大さ（無
むぐう

窮）に
出会えるという意味。

16　上
うえすぎ

杉文
ぶん

秀
しゅう

肖
しょうぞう

像　
1面　油彩・キャンバス　須田国太郎 筆
昭和10年（1935）　大谷大学蔵

第6代学長上杉文秀（在任期間：1931～1934）の

肖像。上杉は大谷大学の前身である真
しんしゅう

宗大
だい

学
がく

で
山
やまだ

田文
ぶん

昭
しょう

（仏教史学）・楠
くすのき

潜
せん

龍
りゅう

（真宗学）らに学ん
だ。明治34年（1901）に真宗大学教授となり、そ
の後、京都帝国大学（現京都大学）などの講師も
歴任した。

17　上
うえすぎ

杉文
ぶん

秀
しゅう

墨
ぼくせき

蹟
1幅　紙本墨書　昭和5年（1930）　大谷大学博物館蔵

上杉文秀の書。真
しんしゅう

宗で七
しち

高
こうそう

僧の一人に数えられる
中国浄土教の高僧善

ぜんどう

導の著書『往
おうじょう

生礼
らい

讃
さん

』の偈
げ

文
もん

「徳水分流尋宝樹　聞波覩楽証恬怕　寄言有縁
同行者　努力翻迷還本家」を記したもの。上杉は
昭和5年の夏

げ

安
あんご

居で『往生礼讃』を講義している。

18　関
せ き ね

根仁
にんのう

応肖
しょうぞう

像　
1面　油彩・キャンバス　黒田重太郎 筆
昭和19年（1944）　大谷大学蔵

第11代学長関根仁応（在任期間：1941～1943）
の肖像。関根は真宗大学学生であった明治29年
（1896）、清沢満之らの東本願寺寺

じ む

務改
かいかく

革運
うんどう

動に
参加して退学処分となるが、その後復学し、昭和
11年（1936）からは大谷派宗

しゅう

務
む

総
そうちょう

長も務めた。

19　大
おおたに

谷瑩
えい

誠
じょう

肖
しょうぞう

像　
1面　油彩・キャンバス　太田喜二郎 筆
昭和24年（1949）　大谷大学蔵

第13代学長大谷瑩誠（在任期間：1944～1948）
の肖像。大谷は東本願寺第22代現

げんにょ

如（大谷光
こう

瑩
えい

）の次男。京都帝国大学で内
ないとう

藤湖
こなん

南に師
し じ

事し
東
とうようがく

洋学を修め、大正13年（1924）から2年間フラ
ンスへ留学し、中国古文書とくに敦

とんこう

煌古
こ

文
ぶんけん

献の研
究に従事した。

（
作
品
10
）

大
谷
大
学
樹
立
の
精
神

 

宣
誓
式
に
於
て
　
佐
々
木
月
樵

本
大
学
は
本
学
年
で
以
て
学
部
及
び
予
科
の

編
成
を
完
了
し
た
の
で
／
あ
る
。
此
記
念
す

べ
き
年
に
当
つ
て
予
は
今
日
予
科
、
学
部
并

に
専
門
部
／
に
多
数
の
新
学
生
諸
子
を
迎
へ
、

本
日
諸
子
の
為
め
に
本
講
堂
に
於
て
、
宣
誓

の
式
を
挙
／
行
す
る
こ
と
は
、
同
慶
に
存
ず

る
次
第
で
あ
る
。
／
本
大
学
は
、
今
を
距
る
こ

と
二
百
五
十
九
年
、
寛
文
五
年
筑
紫
観
世
音
寺

／
の
大
学
寮
を
京
都
枳
殻
邸
に
移
し
た
の
が
、

そ
も
ゝ
ゝ
の
始
め
で
あ
る
。
／
爾
来
、
長
く
大

谷
派
本
願
寺
子
弟
の
修
道
院
で
あ
つ
た
。
今
こ

の
修
道
院
が
時
勢
の
／
変
遷
に
応
じ
て
正
さ
し

く
学
校
組
織
と
な
つ
た
の
は
明
治
八
年

（作品11）
村上専精（1851～1929）

（作品13）
稲葉昌丸（1865～1944）

（作品16）
上杉文秀（1867～1936）

（作品18）
関根仁応（1868～1943）

（作品19）
大谷瑩誠（1878～1948）

大谷大学は明治34年（1901）に東京巣鴨で開学した真宗大学にはじまり、大正

2年（1913）には京都市小山の地に移転し、現在に至ります。本展覧会では、明

治・大正・昭和の歴代学長の肖像と、それぞれの学問・研究に関する作品を紹介します。

学長は、初代学監（学長）清沢満之から現在まで29代を数えます。その肖像は、学恩を

受けた人びとの感謝の意と師を懐かしみ顕彰する思いから制作されたものです。いず

れも当時交流のあった画家によって描かれており、往時は旧講堂に掛けられていました。

これらの肖像を通じて、大谷大学の歴史と大学の発展のために力を尽くした方々の

思いに触れていただければ幸いです。また本年は、大谷大学の建学の精神として

位置づけられる「大谷大学樹立の精神」が、第3代学長佐々木月樵によって大正14

年（1925）に発表されてから100周年を迎えます。そこにこめられた願いにも触れてい

ただきたいと思います。

（作品 7）

（作品 2）

学
恩
を
う
け
た
感
謝
の
意
、

師
を
懐
か
し
み
顕
彰
す
る
思
い
か
ら

制
作
さ
れ
た
肖
像
画

明治・大正・昭和
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